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1.　はじめに

日本有数の温泉地である神奈川県の箱根。この
地は近年，噴火や台風といった自然災害の“波状
攻撃”にさらされてきた。直近では，令和元年
10 月に襲来した台風 19 号に伴う豪雨により，箱
根山間部の総雨量が 1,000 mmを超える記録的な
大雨に見舞われ，多くの施設が被災した。
本工事は，早川本川に設置されていた砂防堰堤

が倒壊し，上流部で河床を形成していた土砂が流
出，土石流と化した大量の土砂により，下流の護
岸施設までも押し流された現場であり，砂防堰堤

及び護岸施設等の早期復旧が望まれる箇所であっ
た（図－ 1，写真－ 1）。
復旧工事に際しては，砂防堰堤の倒壊に伴い流
出した大量の土砂が下流部に堆積し，護岸等の一
部が埋没していたため，現場状況を精緻に把握し
た作業計画の立案，周辺住民等の不安を払拭する
ための情報提供，工事期間中における増水時の安
全対策などに留意しながら進めていく必要があった。

2.　工事概要

工事概要を以下に示す（工期：令和 2年 10 月
〜令和 3年 11 月）。
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図－ 1　施工位置図 写真－ 1　被災当初上空より
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・工 事 名：令和元年災害復旧工事（査定第146号）
・工事場所：  神奈川県足柄下郡箱根町宮城野地先　

他
・工事概要：工事延長　L＝176 m
　　　　　　コンクリート堰堤工　N＝1基
　　　　　　コンクリートブロック積工　A＝
　　　　　　494 m2

　　　　　　水制工　N＝3基

3.　安全対策について

本工事では通常，河川内の工事を行わない出水
期も工事期間として計画されており，かつ，現場
上流には芦ノ湖があることから，降雨による増水
だけではなく，芦ノ湖の水門操作による増水まで
考慮する必要があった。
また，被災直後に護岸上部に存する国道を保全
するために実施した別工事（法面吹付及び洗堀箇

所への土砂投入）部分の掘削方法や，現場下流域
に広がる宮城野地区住民への工事の周知と新型コ
ロナウイルス感染症対策など，安全安心な現場づ
くりが課題となった。

⑴　河川増水への安全対策
作業中の降雨状況及び水位変動を神奈川県雨量
水位情報で把握するとともに，観測データに基づ
き，現場上流の観測地の水位変動があってから実
際に現場で水位が変動するまでの時間を把握し，
現場独自の避難ルールを設定した（図－ 2，写真
－ 2）。
また，昼夜問わずにスマートフォンや PCにて
現場状況を確認できるウェブカメラを設置し，増
水時に河川に近づかなくとも現場を確認できる体
制を整えて，作業従事者の安全を確保するととも
に，発注者と共有することで，有事の際の情報共
有に努めた（写真－ 3～ 5）。
一方，当社が協力会社として参画した砂防堰堤

写真－ 2　避難訓練実施　現場より徒歩 5分

写真－ 4　カメラ映像　増水前 写真－ 5　  カメラ映像　増水時 
（累計雨量 700 mm）

図－ 2　現場独自の避難ルール策定

写真－ 3　  現場設置ウェブ 
カメラ
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本体の土工事では，床掘り時に予期せぬ巨大転石
が発生した。発生当時はブレーカ掘削を試みた
が，進捗が著しく悪く，作業期間の長期化に伴う
河川増水に対するリスクが高まることが懸念され
たため，火薬類取締法の適用を受けない非火薬破
砕剤を使用することとした。これにより火薬を使
用した際に係る手続き等のタイムラグを解消しな
がら破砕作業を短期間で完了することが可能とな
り，リスクの軽減を図ることができた（写真－ 6
～ 8）。

⑵　重機災害防止
被災後，上流部の砂防堰堤が倒壊したことによ
り，大量の土砂が広範囲にわたって下流部に堆積
し，施設が埋没していたこともあり，精緻に現場
状況を把握するため，UAVによる測量を行うこ
ととした。さらにUAV測量で得た点群データに
発注図面を 3次元化して整合し，施工に際しては
地上で位置計測する自動追尾式トータルステーシ
ョンを導入して情報化施工に発展させることで手
元作業員の省力化を図り，事故のリスクを軽減す
ることとした（図－ 3，4）。

写真－ 6　転石発生状況 写真－ 7　雷管，破砕剤設置完了 写真－ 8　転石破砕完了

図－ 3　点群データと設計図の整合 図－ 4　設計面データの構築

写真－ 9　ICT建機キャリブレーション 写真－ 10　ICT建機での基準高確認
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これにより，別工事で実施した洗堀箇所への土
砂投入部（不安定な地山部）前面の掘削において
も，手元作業員の配置を省力化することができた
ため，施工管理の精度を高めつつ，危険な箇所に
おける作業員のリスクを回避した（写真－ 9，10）。

⑶　近隣住民への周知と配慮
日常生活において，マスコミ等の報道では発災

時を除き復旧工事の経過を目にすることは少な
い。当現場の下流域には宮城野地区の住宅地があ
り，日降水量が観測史上最大となった箱根におい
て，発災時に住民が恐怖を感じたであろうことは
想像に難くない。
近年，SNS を通じたマスコミ以外からの情報

発信，共有が当たり前になりつつある中，現場の
進捗を積極的に発信していく取組として，【現場
の見える化】プロジェクトを試行することとし
た。具体的には，当現場専用のQRコードを掲載
した看板を現場付近に設置するとともに，住民へ
のお知らせにも掲載して周知を図り，容易に閲覧

できる環境を整えた。
また，工事期間中は新型コロナウイルス感染症
が蔓延し，社会問題となっていたことから，感染
予防対策の実施及び取組を広く PR するととも
に，現場関係者及びそのご家族に対し，マスクや
消毒液，除菌シートを配布し，現場外での感染予
防対策も徹底した（写真－ 11～ 13）。

4.　おわりに

当現場は災害復旧工事ということで，早期復旧
が求められる中，作業の安全性向上に資する取組
を取り入れながら，それを積極的に発信すること
で周辺住民のご理解やご協力を賜り，無事故，無
災害で早期に竣工できたことを大変うれしく思っ
ている。今後も地域の一助となって社会に貢献し
ていけるよう，引き続き社内体制の構築，向上に
尽力していきたい。

写真－ 11　現場の見える化　看板掲示 写真－ 12　ウイルス対策強化のぼり旗 写真－ 13　非接触体温計等常備
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